
３．施設整備の方向性
世界ﾄｯﾌﾟ人材を魅了し“必要な形と機能”をもった世界最高水準の施設を目指す
（１）ﾃﾞｨｰﾌﾟﾃｯｸ分野のあらゆるﾆｰｽﾞに対応できる利便性や快適性
（２）様々な人々との出会いや交流を促進し、創造性を誘発
（３）常に最先端であり続ける柔軟性と成長・発展性
（４）様々な才能が集える多様性と包摂性（ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ）を体現
（５）AI駆動型研究に対応し、ﾘｱﾙとﾊﾞｰﾁｬﾙでｱｸｾｽ可能
（６）周辺と調和
（７）ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨや環境に配慮
（８）持続的な拠点運営を可能
※ﾃﾞｨｰﾌﾟﾃｯｸは経済安全保障と密接に関連することから、ｾｷｭﾘﾃｨに万全を期す

グローバル・スタートアップ・キャンパス構想 フラッグシップ拠点整備に関する基本計画（概要）
１．フラッグシップ拠点の役割
〇国内と海外のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ･ｴｺｼｽﾃﾑの結節点（ﾊﾌﾞ）
〇国内外の優れた研究者、ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ､事業会社、大学等、ｱｸｾﾗﾚｰﾀ、ﾍﾞﾝﾁｬｰ･ｷｬ
ﾋﾟﾀﾙ等の多様な主体がﾘｱﾙとﾊﾞｰﾁｬﾙに集積し、相互に連携・交流しながら、
ﾃﾞｨｰﾌﾟﾃｯｸ分野における実用化研究開発及び事業化に関する活動等を実施

ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ拠点(ｲﾒｰｼﾞ)

ｽｷｰﾑ（ｲﾒｰｼﾞ）

２．敷地・施設概要
〇東京都渋谷区及び目黒区の国有地（敷地面積約26,000㎡）に整備
〇当該敷地を活用した全体的な拠点の構想を計画した上で、必要な活動
を一刻も早く行う観点から必要となる規模（32,800㎡を上限）から整備
を開始し、当該拠点での活動ﾆｰｽﾞ等を踏まえｱｼﾞｬｲﾙに拡張

５．施設整備・運営のスキーム
設計：国の発注に際し、設計事業者及び研究・ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ施設の運営に知見、ﾉｳﾊｳ

や実績を有する運営事業者によるﾁｰﾑでの実施。世界ﾄｯﾌﾟ人材を魅了する建築
ﾃﾞｻﾞｲﾝも重視

建設：国が建設事業者等を公募により選定した上で、発注
運営：先端技術研究成果活用推進機構が当該施設を活用して、プログラムの実施/

拠点の運営。その際、必要に応じて外部事業者に委託
※機構は設計・建設段階から関与することが望ましい

４．フラッグシップ拠点に必要な機能
（１）研究機能

（ｳｪｯﾄﾗﾎﾞ､その他のﾗﾎﾞ､ 作り込んだﾗﾎﾞ､ｽｹﾙﾄﾝ､
         専有･共用ﾗﾎﾞ､ｺｱﾌｧｼﾘﾃｨ等）
（２）ｵﾌｨｽ機能
（３）ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ機能

(共用部、ｲﾍﾞﾝﾄｽﾍﾟｰｽ､会議室、ﾚｽﾄﾗﾝ・ｶﾌｪ・ｷｯﾁﾝ等）
（４）施設管理機能
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